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■ 製造業 9%
■ 建設業 13%
■ 運輸業、郵便業 2%
■ 卸売業、小売業 9%
■ 金融業、保険業 9%

■ 不動産業 16%
■ 各種サービス 10%
■ その他 0%
■ 地方公共団体 7%
■ 個人 25%

貸出金業種別構成比
令和7年9月末

地域で最も
信用、信頼される
金融機関をめざして

　皆様には、平素より「西兵庫信用金庫」に格別のお引き立て
を賜り、心より厚くお礼申し上げます。当金庫は経営の透明性
を高めていくことが、お取引いただいているお客様や地域の
皆様方の信頼を得ることであると考え、令和7年度上半期の経
営について主な内容を開示しております。今後ともより一層の
ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

　預金残高については、法人預金が増加し、令和7年9月末残高は
5,720億円（前期末比265億円、4.8％増）となりました。
　貸出金残高についても、法人を中心に増加し、令和7年9月末残高
は2,251億円（前期末比26億円、1.2％増）となりました。
　有価証券については、令和7年9月末残高は1,760億円（前期末
比26億円、1.4％減）となりました。
　預け金については、令和7年9月末残高は1,927億円（前期末比
259億円、15.5％増）となりました。

令和7年3月末 令和7年9月末
製造業 19,911 20,126
農業、林業 833 1,046
漁業 14 13
鉱業、採石業、砂利採取業 － －
建設業 27,267 28,659
電気・ガス･熱供給・水道業 186 230
情報通信業 49 80
運輸業、郵便業 3,967 4,198
卸売業、小売業 18,427 19,855
金融業、保険業 19,827 20,291
不動産業 36,897 36,493
物品賃貸業 1,199 1,155
学術研究、専門・技術サービス業 1,027 1,024
宿泊業 689 667
飲食業 2,198 2,211
生活関連サービス業、娯楽業 2,900 2,665
教育、学習支援業 493 490
医療、福祉 7,764 8,010
その他のサービス 5,962 5,883

小　　　計 149,621 153,107
地方公共団体 15,579 15,015
個人 57,298 57,036

合　　　計 222,499 225,158

令和6年9月末
（半期）

令和7年9月末
（半期）

業務純益 884 456
実質業務純益 884 456
コア業務純益 1,162 1,161
コア業務純益（投資信託解約損益を除く） 1,154 1,158
経常利益 1,100 1,014
当期純利益 793 709

令和7年3月末 令和7年9月末
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 2,460 2,642
危険債権 7,684 7,634
要管理債権 263 208

（３ヶ月以上延滞債権） 45 58
（貸出条件緩和債権） 217 150
金融再生法開示債権計（A） 10,408 10,485

保全額（B） 10,171 10,244
担保・保証等（C） 7,415 7,638
貸倒引当金（D） 2,755 2,605

保全率（B）/（A） 97.71% 97.70%
引当率（D）/（（A）－（C）） 92.06% 91.53%

正常債権 214,989 217,450
総与信 225,398 227,936
不良債権比率 4.61% 4.60%

預金・貸出金・有価証券・預け金の状況

（百万円）

（末残）■ 貸出金　■ 有価証券　■ 預け金
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貸出金の内訳 （単位：百万円） 損益の状況 （単位：百万円）

金融再生法の債権区分（単位：百万円）

　金融機関の本業による収益力を示すコア業務純益は１１億６千１
百万円、経常利益は１０億１千４百万円、当期純利益は７億９百万円
となりました。

　金融再生法に基づく不良債権残高は１０４億円となり、そのうち
１０２億円が担保・保証等及び引当金で保全されていますので、全
てが回収不能になるわけではありません。

(注)構成比は四捨五入して表示しております。

実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益



　「自己資本比率」は経営の健全性を示すもっとも重要な指標です。にししんの自己資本比率は、20.99％と国内基準の4％さらには、国際基
準の8％を大きく上回って推移しております。また、自己資本額におきましても486億円となり、自己資本の充実が図れました。

項目 令和7年3月末 令和7年9月末
イ．コア資本に係る基礎項目の額 48,080 48,782
ロ．コア資本に係る調整項目の額 66 113
ハ．自己資本の額[(イ)－(ロ)] 48,013 48,668
ニ．リスク・アセット等の合計額 227,965 231,758
自己資本比率[(ハ)／(ニ)] 21.06% 20.99%

自己資本比率（国内基準）

項目
令和7年3月末 令和7年9月末

リスク･アセット 所要自己資本額 リスク･アセット 所要自己資本額
イ．信用リスク・アセット、所要自己資本の額の合計 217,467 8,698 221,260 8,851
ロ．オペレーショナルリスク相当額の合計額を8%で除して得た額 10,497 419 10,497 420
ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ） 227,965 9,118 231,758 9,271

（注）	１．所要自己資本額＝リスクアセット×４％　　単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％
	 ２．当金庫は、基礎的手法によりオペレーショナルリスク相当額を算定しています。

種類
令和7年3月末 令和7年9月末

貸借対照表
計上額（Ａ）

時価
（Ｂ）

差額
（Ｂ－Ａ）

貸借対照表
計上額（Ａ）

時価
（Ｂ）  

差額
（Ｂ－Ａ） 

時価が貸借対照表計上額を
超えるもの

国　 債 － － － － － －
地 方 債 557 559 2 322 324 1
社　 債 200 201 1 200 201 1
そ の 他 400 400 0 0 0 0
小　 計 1,157 1,162 5 523 525 2

時価が貸借対照表計上額を
超えないもの

国　 債 964 836 ▲ 128 965 803 ▲ 162
地 方 債 － － － 213 213 ▲ 0
社　 債 300 276 ▲ 23 300 259 ▲ 40
そ の 他 1,646 1,573 ▲ 73 2,034 1,939 ▲ 95
小　 計 2,910 2,685 ▲ 225 3,513 3,215 ▲ 298

合　　　計 4,068 3,848 ▲ 220 4,036 3,740 ▲ 295

種類
令和7年3月末 令和7年9月末

貸借対照表
計上額（Ａ）  

取得原価
（Ｂ）

差額
（Ａ－Ｂ）

貸借対照表
計上額（Ａ）

取得原価
（Ｂ）

差額
（Ａ－Ｂ）

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

株　 式 2,490 1,607 883 2,329 1,369 960
債　 券 2,703 2,631 72 1,981 1,911 69

国　 債 － － － － － －
地 方 債 1,013 1,010 3 707 705 1
社　 債 1,690 1,621 68 1,273 1,205 68

そ の 他 11,077 10,367 709 13,074 12,101 973
小　 計 16,271 14,606 1,664 17,385 15,381 2,003

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株　 式 366 420 ▲ 53 431 474 ▲ 43
債　 券 107,007 119,240 ▲ 12,232 105,494 117,983 ▲ 12,488

国　 債 18,609 22,222 ▲ 3,612 15,853 19,115 ▲ 3,261
地 方 債 16,517 19,400 ▲ 2,882 15,788 18,948 ▲ 3,160
社　 債 71,880 77,617 ▲ 5,737 73,852 79,919 ▲ 6,066

そ の 他 51,286 57,489 ▲ 6,203 48,953 54,778 ▲ 5,824
小　 計 158,661 177,150 ▲ 18,489 154,879 173,236 ▲ 18,356

合　　　計 174,932 191,757 ▲ 16,824 172,264 188,617 ▲ 16,353

有価証券の時価情報 （単位：百万円）

自己資本の構成に関する事項

自己資本の充実度に関する事項

満期保有目的の債券

その他有価証券

令和7年3月末　貸借対照表計上額 令和7年9月末　貸借対照表計上額
 子会社・子法人等株式 10 10
 非上場株式 13 13
 組合出資金 2,761 2,761

合　　　計 2,785 2,785

市場価格のない株式等及び組合出資金

（単位：百万円） 
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地域社会への貢献活動について
当金庫は、経営理念に掲げる「地域と共生し豊かなまちづくりに奉仕する」の実現に向けて、金融サービスだけでなく、

環境、文化、教育などあらゆる角度から、広く地域社会の活性化に取組んでおります。

地域貢献活動
ＣＳ（顧客満足）活動、地域の環境整備への貢献、地元企業への経営支援・交流活動を行っております。

店舗一覧・店外ATMコーナー
西播磨エリア 中播磨エリア

宍粟地区
本店営業部 〒671-2595 宍粟市山崎町山崎190 TEL.0790-62-2020
千種支店 〒671-3201 宍粟市千種町千草85 TEL.0790-76-2010
上野支店 〒671-4221 宍粟市波賀町上野208-9 TEL.0790-75-2010
一宮支店 〒671-4131 宍粟市一宮町安積1357-7 TEL.0790-72-0660

姫路地区
林田支店 〒679-4221 姫路市林田町林谷569-1 TEL.079-261-2222
安富支店 〒671-2401 姫路市安富町安志1127-4 TEL.0790-66-2400
姫路支店 〒670-0046 姫路市東雲町4丁目6-1 TEL.079-297-1210
姫路北支店 〒670-0074 姫路市御立西5丁目14-1 TEL.079-298-0221
高岡支店 〒670-0061 姫路市西今宿3丁目9-1 TEL.079-298-1151
勝原支店 〒671-1213 姫路市勝原区宮田171-1 TEL.079-274-2020
京口支店 〒670-0844 姫路市城東町野田1-7 TEL.079-223-2440
夢前支店 〒671-2103 姫路市夢前町前之庄1173-1 TEL.079-336-2345
姫路中央支店 〒672-8071 姫路市飾磨区構4丁目63-3 TEL.079-233-5200
飾磨支店 〒672-8038 姫路市飾磨区阿成鹿古265 TEL.079-235-2424
大津支店 〒671-1131 姫路市大津区天神町1丁目80 TEL.079-239-3300
別所支店 〒671-0221 姫路市別所町別所2丁目69-5 TEL.079-253-6226
網干支店 〒671-1252 姫路市網干区垣内東町151-2 TEL.079-272-2440

店外ＡＴＭコーナー（出張所名）
本店南口出張所 コープ田寺出張所
宍粟総合病院出張所 姫路赤十字病院出張所
宍粟市役所出張所 イオンモール姫路大津出張所
サキランド出張所 ツカザキ病院出張所

東播磨エリア
高砂・加古川・明石地区

高砂支店 〒676-0005 高砂市荒井町御旅2丁目10-2 TEL.079-443-1313
加古川支店 〒675-0031 加古川市加古川町北在家2237 TEL.079-424-2424
加古川北支店 〒675-0067 加古川市加古川町河原172-2 TEL.079-421-2424
別府支店 〒675-0123 加古川市別府町朝日町3-1 TEL.079-435-0088
土山支店 〒674-0074 明石市魚住町清水2362-187 TEL.078-942-1212

揖龍・佐用地区
新宮支店 〒679-4313 たつの市新宮町新宮769-1 TEL.0791-75-1315
太子支店 〒671-1561 揖保郡太子町鵤27-1 TEL.079-277-1881
龍野支店 〒679-4167 たつの市龍野町富永491-4 TEL.0791-62-2080
相生支店 〒678-0023 相生市向陽台6-4 TEL.0791-22-2488
佐用支店 〒679-5301 佐用郡佐用町佐用216-1 TEL.0790-82-0240

表紙中央のデザイン：美術作家　植田志保「大切をきずくもの」

一般財団法人「にししん地域振興財団」
にししん地域振興財団は、地域貢献の一環として当金庫が基金の全額を拠出して設立した財団です。

現在の基本財産は１億８千５百万円です。西播磨地域の振興・発展を図るために、様々な事業の助成を行っております。
コミュニティ活動に対する助成事業 青少年の健全活動への助成事業

納涼夏祭りでは花
火や屋台・コンサー
トなどが開催。
【宍粟市山崎町の
納涼夏祭り】
2025年８月

SDGsへの貢献
当金庫のSDGsの取組みの一環として、３つのテーマに取組んでおります。

①地域経済の持続的発展 ③環境保全への永続的な取組み②魅力ある地域社会づくりへの貢献

「にししんまちづくりファンド
投資先発表会」の開催

人材支援
個別相談会の開催

事業承継
個別相談会の開催

兵庫県内の35金融機関と
兵庫県警で協定締結

揖保川の流域の空き家や空き店舗などのリノベー
ション等による民間まちづくり事業を目的とし
2024年3月に組成したにしし
んまちづくりファンドの利用者
３名により、当ファンド利用の経
緯、地域活性化に貢献する方法
などの発表会が行われました。

兵庫働き方改革推進支援セ
ンターと協力し、地域事業者
への人材確保・助成金活用・
人材協力などに関する支援の
ため相談会を実施しました。

兵庫県事業承継・引継ぎ支
援センターと協力し、地域事
業者への事業承継に関する
支援のための相談会を実施し
ました。

県内の特殊詐欺の被害防止のため「特殊詐欺
等の検挙及び被害防止に係る協定」を締結し、
被害防止と未
然防止の取組
みの強化を図
りました。

大学生による取引先企業のSDGｓ取組みの視察 （2025年9月）

地域の皆さまから
お預かりした定期
預金に合わせ、相当
額をエリア内の公
立図書館の書籍購
入費として寄附す
る取組み。

地域の皆さまの「子
育て支援」として、
お子様の定期積金
＆普通預金開設に
金利上乗せと図書
券進呈をする取組み。

次世代の若者への
積極的な助成・支
援を実施。

【宍粟市内小中学校
等への図書券贈呈】
2025年７月

龍野北高等学
校の生徒によ
る本店ショーウ
インドウの展示。

【コウノトリの
冒険】
2025年６月

龍野北高等学
校の生徒によ
る本店ショーウ
インドウの展示。

【しーたんと夏
祭り】
2025年９月

人人材材支支援援 無無料料個個別別相相談談会会

参加をご希望の方は裏面をご記入いただき、担当者経由にてお申込みください。

西兵庫信用金庫 事業支援部
〒671-2595 宍粟市山崎町山崎190

（厚生労働省委託事業）

兵庫働き方改革推進支援センターでは、働き方改革に関する様々な課題に対応するワンストップ
相談窓口として、社労士等の専門家が、中小企業事業主の方からの労務管理上の相談に応じて
います。相談無料、秘密厳守です。

ここんんななここととでで悩悩んんででいいまませせんんかか？？ぜぜひひおお気気軽軽ににごご相相談談くくだだささいい。。

人材を確保したいが、うまくい
かない。

３６協定の作り方を知りたい。

賃金が上がっているが、どう対
応したらよいか。

※※一一定定のの要要件件をを満満たたせせばば無無料料のの専専門門家家派派遣遣
（（原原則則33回回以以内内））にによよるる支支援援がが受受けけらられれまますす。。

西西兵兵庫庫信信用用金金庫庫
兵兵庫庫働働きき方方改改革革推推進進支支援援セセンンタターー

主催

【【西西兵兵庫庫信信用用金金庫庫、、兵兵庫庫働働きき方方改改革革推推進進支支援援セセンンタターー】】

※お電話の受付は平日 9：00～17：00になります。

TTEELL::00779900--6622--77770011【お問い合せ先】

お申し込みは、裏面⇒【 人材支援 無料個別相談会日程 】

①①1133::0000--1133::5500  ②②1144::0000--1144::5500  ③③11５５::0000--1155：：5500

①①1133::0000--1133::5500  ②②1144::0000--1144::5500  ③③11５５::0000--1155::5500

①①1133::0000--1133::5500  ②②1144::0000--1144::5500  ③③11５５::0000--1155::5500

①①1133::0000--1133::5500  ②②1144::0000--1144::5500  ③③11５５::0000--1155::5500

①①1133::0000--1133::5500  ②②1144::0000--1144::5500  ③③11５５::0000--1155::5500

本店営業部

新宮支店

太子支店

高岡支店

加古川北支店

７/７（月）

７/８（火）

７/９（水）

７/１０（木）

７/１１（金）

hhttttppss::////wwwwww..sshhiinnkkiinn..ccoo..jjpp//nniissiissiinn//iinnddeexx..hhttmmll

助成金を活用したい。
・キャリアップ助成金
・業務改善助成金
・働き方改革推進支援助成金等

運送業・建設業の2024年問題
へ対応が遅れている。

就業規則などの策定や見直しが
したい。

従従業業員員がが定定着着せせずず、、人人手手不不足足でで
困困っってていいるる。。どどうう対対処処ししたたららよよいいかか。。

人材教育・職業訓練などに力を
入れたい。


